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期　　日
会　　場
主　　管 　

競 技 会 会 長 吉田耕一

競技会副会長 神代博志 古藤和則 吾郷省治 大野陽太

競 技 会 顧 問 大村憲一 宮脇保博 菅原喜久雄 正法地清

岡村豊太郎 深町芳洋 齋木幸雄 松岡博之

小村治男

競 技 委 員 長 　　　 吉田耕一

競技副委員長 神代博志 古藤和則 吾郷省治 大野陽太

審 判 委 員 長 宮脇保博

射場審判委員 松岡博之 齋木幸雄 深町芳洋 正法地清

吾郷省治 松田行正

的前審判委員 横山博司 高杉嘉治 中野典之 福住正道

柳楽有香里 千賀雅之

運 行 委 員 長 神代博志

進 行 委 員 大内司 水谷充也 新田晃久 林直也

招 集 委 員 浴隆博 城市修司 藤江洋志 武永亮太

記 録 委 員 今尾浩也 小川喜明 藤原裕児 持田賢教

放送計時委員 井藤重美 原田幹子 来間美紀子

的 前 委 員 中田　保 財間昭典 木村勝良 河野博之

龍河浩 佐々木昌哉 松本博 佐々木聡

総 務 委 員 長 古藤和則

総 務 委 員 大野正之 青戸貞夫 廣江多瑞子 坂田寛司

内田利枝子 矢野和子 植田孝志 新宮多香子

米田裕美

補 助 員 松本博 佐々木聡 出雲市内の高校生

競　技　役　員

島根県弓道連盟

競　技　会　役　員

　第74回国民体育大会中国ブロック大会

弓　　　　道　　　　競　　　 技
令和元年８月２４日(土）～２５日（日）
出雲ドーム特設射場
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8月23日(金) 13:00～17:00 公開練習　遠的

15:00～17:00 公開練習　近的

8月24日(土)   9:00～13:00 公開練習　遠的・近的

12:30 審判会議（出雲ドーム健康センター）

13:15 監督会議（　　　　　　同上　　　　　　）

14:30 開始式 　（出雲ドーム特設射場）

14:45 矢　 渡　 （　　　　　　同上　　　　　　）

15:10 遠的競技（出雲ドーム特設射場）

少年男子・女子

8月25日(日) 9:00 遠的競技（出雲ドーム特設射場）

成年男子・女子

11:00 近的競技（出雲ドーム特設射場）

少年男子・女子

近的競技（出雲ドーム特設射場）

成年男子・女子

15:00 閉会式　　（出雲ドーム特設射場）

開始式 閉会式

１． １．

２． ２．

３． ３．

４． ４．

５． ５．

６． ６．

射　　　　手　　教士七段

　第一介添　　教士六段

　第二介添　　教士六段

大　会　日　程

式　次　第

矢　　渡

競 技 上 の 注 意 主管県連会長挨拶

神 代 博 志

閉 式 通 告 閉 式 宣 言

吉 田 耕 一

吾 郷 省 治

拝 礼

開 会 通 告 開 会 通 告

拝 礼 成 績 発 表

選 手 宣 誓

主管県連会長挨拶 表 彰
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8月24日(土)　 遠的競技

　２射場設置 ： 少年男子・少年女子の順で競技する。

　立順は、山口県・島根県・広島県・鳥取県・岡山県の順で競技する。

　　　第１回戦　　15:10 ～ ６立

　　　第２回戦　　　　 ６立

　　　同中競射

8月25日(日)　遠的競技

　２射場設置 ： 成年男子・成年女子の順で競技する。

　立順は、山口県・島根県・広島県・鳥取県・岡山県の順で競技する。

　　　第１回戦　　　9:00 ～ ６立

　　　第２回戦　　 ６立

　　　同中競射

　　　　　　　　　 近的競技

　２射場設置 ： 少年男子・少年女子・成年男子・成年女子の順で競技する。

　立順は、山口県・島根県・広島県・鳥取県・岡山県の順で競技する。

　少年男子・少年女子

　　　第１回戦　　11:00 ～ ６立

　　　第２回戦　　 ６立

　　　同中競射

　成年男子・成年女子

　　　第１回戦　　　 ６立

　　　第２回戦　　 ６立

　　　同中競射

　　　順位決定競射

　　　競技終了

弓道競技本部・記録本部

　　　　　 出雲ドーム特設射場　（出雲市矢野町999）

記録責任者　：　総務委員長

　　島根県弓道連盟　　古藤　和則

（携帯電話　090-3377-8450）

競　技　日　程
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[少年男子]

立
順

県
名

監
督
名

立
順

選 手 氏 名 生 年 月 日 段位

1 安光　大地 H13.12.29 弐
山口県立南陽工業高等高
校

1 2 片山　隆介 H13.7.27 初
山口県立下松工業高等学
校

3 山下　晴生 H15.2.9 初 山口県立高森高等学校

1 宇津　凜太郎 H14.1.1 弐 島根県立出雲高等学校

2 2 岡　瑞葵 H13.5.5 弐 島根県立出雲高等学校

3 中田　敬吾 H13.12.13 参
島根県立出雲工業高等学
校

1 橋本　礼央 H13.10.7 初
広島県立宮島工業高等学
校

3 2 金井　達也 H15.3.14 初
広島県立広島工業高等学
校

3 渡　雄志朗 H13.11.8 初 崇徳高等学校

1 谷野　智康 H13.12.2 弐 米子南高等学校

4 2 山根　路人 H13.6.30 倉吉西高等学校

3 田中　智大 H13.10.16 初 米子工業高等学校

1 奥沢　航 H13.10.4 弐
岡山県立岡山工業高等学
校

5 2 岡本　大樹 H14.2.15 弐
岡山県立岡山工業高等学
校

3 瀬川　敦史 H14.7.6 初
岡山県立岡山工業高等学
校

岡

山

吉
田
　
英
生

小
山
　
英
男

鳥

取

選　手　名　簿

笠
岡
　
博
範

岩
田
　
泰
典

伊
村
　
久
雄

所　　　属

広

島

島

根

山

口
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[少年男子]

１回 ２回 計 合計
順位
得点

１回 ２回 計 合計
順位
得点

１

３

１

３

１

３

１

３

１

３

記　　　　録

点

岡

山

位

位

点

２

２

総合
順位

点 位

位点

鳥

取

点

得点
合計

位

近　的　競　技

位

山

口

１
位

広

島

２

点

４

立
順

遠　的　競　技

３

２ ２

点

立
順

県
名

島

根

点

位

点

位

５

点

２
位

位点

点

点 位

点

位

位

点

位
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[少年女子]

立
順

県
名

監
督
名

立
順

選 手 氏 名 生 年 月 日 段位

1 弘中　絢佳 H14.7.3
山口県立宇部中央高等学
校

1 2 河野　優美 H15.1.21
山口県立宇部中央高等学
校

3 松永　実耶弥 H13.8.4
宇部フロンティア大学付
属香川高等学校

1 柳樂　舞 H14.6.14 初 島根県立浜田高等学校

2 2 吉田　綾 H13.10.9 1 島根県立出雲高等学校

3 月森　結香 H13.7.30 弐 島根県立大田高等学校

1 金井　紀希 H14.10.27 初
広島県立広島工業高等学
校

3 2 中嶋　美月 H13.10.4 1
広島県立広島井口高等学
校

3 西本　采桜 H14.5.16 初
広島県立広島工業高等学
校

1 長谷川　愛 H14.7.25 倉吉西高等学校

4 2 舩岡　希 H14.2.25 弐 米子南高等学校

3 松田　美優 H14.8.13 倉吉西高等学校

1 宮本　愛子 H14.3.25 弐
岡山県立岡山工業高等学
校

5 2 石原　瑠夏 H13.7.11 岡山県立瀬戸高等学校

3 近重　凛 H14.10.15 岡山県立瀬戸高等学校

岡
田
　
由
紀

福
光
　
善
太

選　手　名　簿

宮
岡
　
ま
な
み

宇
佐
美
　
朝
士

河
野
　
弘

所　　　属

山

口

島

根

広

島

鳥

取

岡

山
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[少年女子]

１回 ２回 計 合計
順位
得点

１回 ２回 計 合計
順位
得点

１

３

１

３

１

３

１

３

１

３

点

位

位

点 位

４

５

岡

山

点

２

点

点 位点

位

位

点

位

立
順

遠　的　競　技 近　的　競　技

１
位

点点

位

３

２

山

口

２

２

広

島

２

立
順

県
名

位

島

根

位点

位点

点

点

記　　　　録

点

鳥

取

位

得点
合計

総合
順位

位

点

２

位
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[成年男子]

立
順

県
名

監
督
名

立
順

選 手 氏 名 生 年 月 日 段位

1 廣實　佳祐 H2.2.14 五 東ソー株式会社

1 2 橋本　和志 H11.7.31 参 東ソー株式会社

3 上野　隆夫 S38.2.8 教六
山口県立宇部総合支援学
校（教）

1 港　伸一 H5.9.15 弐
株式会社　ジンザイス
チール

2 2 塩毛　敦氏 S52.8.18 錬六 しまね信用金庫

3 長澤　純 H2.8.17 錬五 雲南市立病院

1 岡本　雅生 S32.12.29 錬五
株式会社ちゅピCOMふれあ
い

3 2 田中　晋平 S46.11.13 五
広島大学総合科学部
（教）

3 原口　和樹 H10.9.25 参 マツダ株式会社

1 本田　洋平 S53.4.26 錬六 （公財）鳥取県体育協会

4 2 盛田　圭一朗 S51.2.23 五 （公財）鳥取県体育協会

3 大石　幸司 S51.6.18 五 若桜町役場

1 吉田　章朗 S50.4.19 五 岡山県警察本部

5 2 德山　陽介 S58.11.23 錬五 学校法人本山学園

3 西村　英信 S42.6.10 五 倉敷弓和会

選　手　名　簿

和
田
　
尚
樹

小
原
　
裕
幸

杉
山
　
雅
博

所　　　属

山

口

島

根

広

島

鳥

取

岡

山

戸
取
　
勇

國
本
　
智
志
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[成年男子]

１回 ２回 計 合計
順位
得点

１回 ２回 計 合計
順位
得点

１

３

１

３

１

３

１

３

１

３

２

記　　　　録

点

鳥

取

位

位

点

２

位

総合
順位

点 位

位点

広

島

点

得点
合計

位

近　的　競　技

位

２

位

山

口

２

点

４

立
順

遠　的　競　技

島

根

１

３

２

点

立
順

県
名

点

位

位

点

５

岡

山

点

２
位

位点

点

点

点

位

位

点

位
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[成年女子]

立
順

県
名

監
督
名

立
順

選 手 氏 名 生 年 月 日 段位

1 兼石　幸 S50.5.31 五 (株)サンテック

1 2 岡田　順子 H5.2.18 参
独立行政法人国立病院機
構岩国医療センター

3 土井　花菜 H5.3.14 参
山口県立萩商工高等学校
（教）

1 高橋　美沙 H1.10.3 五 島根県庁

2 2 阿部　真之 H3.4.12 弐 島根県農業技術センター

3 森原　千尋 H12.2.26 弐 島根県立大学

1 片山　真由子 S51.9.25 錬五 福山市弓道連盟

3 2 大野　梢 S59.1.22 錬六 株式会社白ゆり

3 井上　亜紀子 S48.10.12 錬六
株式会社フジイ機械製作
所

1 矢野　郁美 H6.7.2 参 福部未来学園幼稚園

4 2 種田　薫 H6.12.5 弐 かいけ心正こども園

3 小原　綾佳 H6.12.10 参 （公財）鳥取県体育協会

1 香川　奈津子 S57.8.16 四 情報クリエート協同組合

5 2 難波　千秋 S62.10.30 四 岡山東農業協同組合

3 有森　照美 S30.7.12 五 岡山中央弓道会

赤
澤
　
和
子

加
藤
　
速
美

選　手　名　簿

中
路
　
詔
二

辻
　
進

石
津
　
昌
則

所　　　属

山

口

島

根

広

島

鳥

取

岡

山
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[成年女子]

１回 ２回 計 合計
順位
得点

１回 ２回 計 合計
順位
得点

１

３

１

３

１

３

１

３

１

３

点

位

位

点 位

４

５

岡

山

点

２

点

点 位点

位

位

点

位

立
順

遠　的　競　技 近　的　競　技

１
位

点点

位

３

２

山

口

２

２

広

島

２

立
順

県
名

位

島

根

位点

位点

点

点

記　　　　録

点

鳥

取

位

得点
合計

総合
順位

位

点

２

位
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得 点 順 位 順位点 的 中 順 位 順位点 得点合計 順 位

山　口

島　根

広　島

鳥　取

岡　山

山　口

島　根

広　島

鳥　取

岡　山

山　口

島　根

広　島

鳥　取

岡　山

山　口

島　根

広　島

鳥　取

岡　山

第74回国民体育大会出場県

少 年 男 子 　　　　　　　 県

少 年 女 子 　　　　　　 　県

成 年 男 子 　　　　 　　　県

成 年 女 子 　　　　　 　　県 　　　　　　　　県

成
年
男
子

少
年
女
子

少
年
男
子

成　績　一　覧　表

種
別

県　名
遠　的　競　技 近　的　競　技 総 合 成 績

成
年
女
子

　　　　　　　　県

　　　　　　　　県

　　　　　　　　県

　　　　　　　　県
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１.

２.

３.

(1)

　　　　　　　　近的競技　少年男子、少年女子、成年男子、成年女子の順で行う。

(2)

(3)

(4)

(5) 競技の所要時間は、遠的競技は6分30秒以内、近的競技は7分30秒以内とする。

(6) 1立の所要時間30秒前に注意の合図を行う。

(7) 本鈴（制限時間）時に射残した矢は失権。本鈴と同時は無効とする。

①

② 替弓・替弦・替矢は、監督が選手の後ろに続いて持参する。

③ 替弓・替弦・替矢は、射場内の指定場所に置く。

④ 弦切、弓の破損による替弓の処理時間は、「制限時間内」とする。

⑤

(8)

監督は、審判員の裁定に従い、射場での的中（得点）の再確認を申し出ることができない。

(9)

① 異議申立については、監督が行う。

② 全選手が射終わった時、挙手をして進行委員に申立てる。

(10) その他

行射の前後動作が間延びする時は注意する。

４. 遠的種目（射距離６０ｍ、直径１００ｃｍ得点的、得点制）

(1)

(2)

(3)

(4)

同的中数の場合は、高い得点から的中数を順次比較し、多い方を上位とする。

得点になった総的中数の多い方を上位とする。

以上の条件が全く同じ場合は、各自１射（団体３射）の競射を行う。

審判規定は、公益財団法人全日本弓道連盟「弓道競技規則」による。

競技方法

競技は、遠的競技は立射で行い、近的競技は坐射で行う。

競技の立順は、山口、島根、広島、鳥取、岡山 の順で行う。

的の転がり修正および射場・矢道・的場での不安全状況の発生により、審判が停止指
示を出した場合は、行射中の全チーム共「制限時間なし」とする。

全種別とも各自４射ずつ２回（団体２４射）を行い、種別ごと最高得点団体を最上位とし、以下得
点で順位を決める。ただし、得点が同じ場合は、次の順序によって決める。

同得点による競射を行い、同得点となった場合においても上記(1)、(2)により順位を決める。

競技上の規定及び方法

替弓・替弦の処理方法

異議申立の方法

的中(得点)の再確認について

競技は、１日目：遠的競技　少年男子、少年女子

競技種目は、遠的種目及び近的種目とし、両種目とも同一選手によって行う。

競技は、２日目：遠的競技　成年男子、成年女子

競技は、遠的競技２射場、近的競技２射場で行う。

弦切れ（替弦・替弓）及び弓の破損（替弓）の場合は、役員がと監督が連携して処理を
行う。
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５.

６. 射詰め競射の場合は、遠的、近的とも取矢をしてもしなくてもよい。

７. 成績採点方式

(1)

(2)

８. 使用する弓具

両種目とも、日本弓具を使用すること。

９.

10. 競技中の服装は、弓道衣（白筒袖、黒袴、白足袋）とする。少年は紺袴も認める。

11. 申込書記載の立順は変更することができない。

12. 選手変更及び立射申請・取矢免除申請

(1)

(2) 立射申請・取矢免除申請

本大会の審判会議までにその理由を明記した文書を競技委員長へ提出すること。その際、
障害者手帳の写し、又は診断書を添付すること。なお、審判会議以降に発生した場合も同
様とする。

選手変更

近的種目（射距離２８ｍ、直径３６ｃｍ霞的、的中制）

参加申込み後の選手変更は特別な事情がない限り認めない。選手変更する場合は、本大
会の審判会議までに診断書を（コピー可）競技委員長に文書で提出する。但し、立順を変
更することはできない。

全種別とも各自４射ずつ２回（団体２４射）を行い、種別ごと最高的中団体を最上位とし、以下的
中で順位を決める。ただし、同中の場合は、各自１射（団体３射）の競射を行い、順位を決める。

各種目（遠的競技・近的競技）とも、１位－５点、２位－４点、３位－３点、４位－２点、５位－１
点を与える。

得点合計が同点の場合は、遠的競技、近的競技のいずれか上位点のあるものを上位とす
る。更に順位が決定しない場合は、近的により各自１射（団体３射）の競射を行い、順位を決
める。

選手は矢を６本（予備矢２本を含む）用意すること。同中（点）競射の１本目は予備矢から使用す
る。
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１. 実施要項総則５に定めるもののほか、次による。

(1)

１. 各種別・各種目及び総合 の第１位から第３位までに賞状を授与する。

１. 遠的競技

(1) 進行の早い方の立ちの｢落｣の３本目の離れで入場する。

(2) 椅子に着席して待つ。

(3) ｢起立｣の合図により立ち、本座に進む。

(4) ｢始め｣の合図により｢揖｣をして、射位に進む。 

２. 近的競技

(1) 進行の早い方の立ちの｢落｣の３本目の離れで入場する。

(2) 本座にて跪坐で待つ。

(3) ｢始め｣の合図により｢揖｣をして立ち、射位に進む。  

３.

４.

取矢を実施すること。但し、射詰め競射の場合は、取矢をしてもしなくてもよい。

県名を示すゼッケンを着用のこと。ゼッケンは、右腰前の見やすい位置に付けるこ
と。

表　　彰

進行についての注意点

参加資格、所属県及び選手の年齢基準

監督は、公益財団法人日本体育協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認
弓道指導員、公認弓道上級指導員、公認弓道コーチのいずれかの資格を有し
ていること。
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